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TatrAyamAdi bhavati idha paJJassa bhikkuno 

      Indriyagutti santuTTi pAtimokkhe ca saMvaro.  
 

感官を制御し、小欲知足であり、パーティモッカにおいて 

防御している。 

   これが、｢ 法 ｣ と ｢ 律 ｣ における智慧ある比丘の、 

最初に為すべき事柄である 

小部経典 ／ ダンマパダ ／ 375 

 

 

 

 
 

 

 

  布薩の日は定められているが、場所については僧院内の布薩堂とされ

ている建物だけではなく、布薩のための結界が為されている場所なら

ば、 屋外や比丘、長老の僧房でも布薩を行うことは可能である。 

  その場所で為されるパーティモッカ二二七条の誦経の前にサンガ

の成員によって行われる準備作業が PUBBAKICCAM といわれるも

ので、これには布薩堂の清掃をはじめ、座具や飲料水、洗足水の用意

をするということがあり、また、布薩は同一結界内に共住する比丘全員

の出席が原則であるため、病気で参加できない比丘が戒律を犯してい

ないかを確認し、会議に関しての委任を取り付ける必要もある。 

  二二七条の戒律の違反行為は重罪と軽罪に分けられるが、軽罪は

自己の誤った行いを自覚し、他比丘に告げる(告罪)ことで解消される

ので、パーティモッカの誦経が為される前に布薩堂内に於いて行われ

ている。この事は PUBBAKICCAM の内容にはなってはいないが、タ

イ国比丘サンガの大部分の僧院ではそれが通例となっている。 
 

  一段高い座所に座るパーティモッカ誦経師は、当日が月齢で何日で

あり、集合している比丘が何名であり、そして、現前している比丘サ

ンガは清浄で、すでにパーティモッカの準備が整ったことを告げる。 
 

 それを受け、比丘サンガの長老は次の言辞を述べる。 
 

「事前行動と事前行事を為し終えて、着座しているこの比丘サンガの

承認によって、パーティモッカを説示することを、私は請願します」 
  

  パーティモッカ誦経師は比丘サンガからの請願を受け、この

PUBBAKICCAM に続いて、序言 (nidAna)、そして比丘パーティモッ

カ (bhikkupATimokkhaM) 二二七戒経の説戒を開始する。      
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PüBBåKICCåM 

 

üposathakaraNato pubbe navavidhaM pubbakiccaM 

kAtabbaM hoti: 

1, †aNThAnasammajjanaJ ca ; 

2, tattha padIpujjalanaJ ca ; 

3, AsanapaJJapanaJ ca ; 

4, pAnIyaparibhojanIyUpaTThapanaJ ca ; 

5, chandArahAnaM bhikkhUnaM chandAharaNaJ ca ; 

6, tesa tesaJJeva akatuposathAnaM pArisuddhiyApi AharaNaJ ca ; 

7, utukkhAnaJ ca ; 

8, bhikkhugaNanA ca ;  
9, bhikkhunInamovAdo cA ’ti. 
 

†attha purimesu catUsu kiccesu padIpakiccaM idANi 

suriyalokassa atthitAya natthi. 
AparAni tINi bhikkhUnaM vattaM jAnanntehi bhikhUhi 

katAni pariniTThitAni honti. 
 

ChandAharaNa pArisuddhi AharaNAni pana imissaM sImAyaM 

hatthapAsaM vijahitvA nisinnAnaM bhikkhUnaM abhAvato natthi. 

 
ütukkhAnaM nAma ettakaM atikkantaM ettakaM avasiTThanti  

evaM utu-AcikkhanaM ; 

 

 

 

 

 

事  前  行  事 
 

布薩を為す前に、九種の為すべき事前行事があります。 
 

１．その場所の清掃を行う事 

２．燈明を灯す事 

３．座所を設ける事 

４．飲用水、使用水の用意をする事 

５．志欲の条件にかなった比丘の志欲を伝言する事 

６．その同じ比丘達のうちで、布薩に参加しない者達の清浄を伝

言する事 

７．季節を告げる事 

８．比丘の人数を数える事 

９．比丘尼を教誡する事、です。 

 

そのうち、最初の四行事に於いては、日照 (点灯) の義務はなく、

続く三行事は比丘の務めを知る比丘衆が行なっても、正しく完了

したことになります。 

 

しかし、この界の中には、一手の間隔以上に離れて坐る比丘

はいないので、「志欲」と「清浄」を伝言する者はいません。 

 

季節を告げる」とは、［布薩の回数が］これだけ過ぎ、これだ

け残っていると、この如くにして時節を告知することです。  
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ütUnIdha pana sAsane hemanta-gimha-vassAnAnaM vasena 

tINi honti. 

 

AyaM hemantotu asmiJ ca utumhi aTTha uposathA. iminA 

pakkhena, eko uposatho sampatto. satta uposathA avasiTThA 

Iti evaM sabbehi Ayasmantehi utukkhAnaM dhAretabbaM. 

 

BhikkhugaNanA nAma imasmiM uposathagge uposathatthAya 

sannipatitA bhikkhU ettakAti bhikkhUnaM gaNanA, 

îmasmiM pana uposathagge cattAro bhikkhU sannipatitA honti, 

îti sabbehi Ayasmantehi bhikkhugaNanApi dhAretabbA. 

 
 

BhikkhunInam ovAdo  pana idAni tAsaM natthitAya natthi. 

 

îti sakaraNokAsAnaM pubbakiccAnaM katattA nikkaraNokAsAnaM 

pubbakiccAnaM pakatiyA pariniTThitattA evantaM 

navavidhaM pubbakiccaM pariniTThitaM hoti. 

 

ñiTThite ca pubbakicce. 

 

ßace so divaso cAtuddasI-paNNarasI-sAmaggInamaJJataro 

yathAjja uposatho paNNaraso,
 
 

 

 

この教説においては、寒季、暑季、雨季という三つの季節があり

ます。 
 

「今は寒季であり、この季節において布薩は八回で、この半月によ

って一度の布薩に至り、七つの布薩が残っています。」と、この様

に、皆さん方全員によって季節の告知が確認されねばなりません。 

 
 

「比丘の人数を数えること」とは、「この布薩堂に布薩のために集

合した比丘が、これこれの数である」という、比丘達の計数です。 

「この布薩堂には四人の比丘が集まっている」と［たとえば］こ

の如くに、皆さん方全員によって「比丘の人数を数えること｣も

また確認されねばなりません。  

 

比丘尼への教誡は、現在、比丘尼が存在しないので行ないません。 

 

この如くにして、実行可能な事前行事は為され、実行不可能な事

前行事は、もとから完了してしまっているので、以上をもって、

九種類の事前行事は完了したことになります。 

 

ここに事前行事は終了しました。 
 

もし、その日が、半月の十四日目か十五日目か、あるいは和合［布

薩］のいずれかの日であるなら、「本日は十五日の布薩です」とい

うように［告げなさい］。 
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î, yAvatika ca bhikkhU kammappattA saGghuposathArahA 

cattAro vA tato vA atirekA pakatattA pArAjikaM anApannA 

saGghena vA anukkhittA, 

 

îî,  te ca kho hatthapAsaM avijahitvA ekasImAyaM ThitA, 

 

îîî, tesaJ ca vikAlabhojanAdivasena vatthusabhAgApattiyo ce 

na vijjanti, 

 

Ⅳ, tesaJ ca hatthapAse hatthapAsato bahikaraNavasena 

vajjetabbo koci vajjanIyapuggalo ce natthi, ― 
 

EvantaM uposathakammaM imehi catUhi lakkhaNehi 

saGgahitaM pattakallaM nAma hoti, kAtuM yuttarUpaM. 

 

üposathakammassa pattakallattaM  viditvA idAni kariyamAno 

uposatho saGghena anumAnetabbo. 

  

 

Ⅰ,  羯磨に参加する資格があり、サンガによる布薩にふさわしい、

四名、あるいはそれ以上の者たちで、行い正しく、パーラー

ジカを犯しておらず、あるいはサンガによって排除されていな

い、そういう比丘達が、 
 
Ⅱ,  一手の間隔をあけずに、一つの界の中にあり、 

 

Ⅲ, そして、もし彼等に、非時における食事等に関する事同分の罪

がなく、 

 

Ⅳ, そして、もし彼等の中に、一手の間隔［以内に座るべき集会に］

於いて、一手の間隔以上に遠ざけられるべき忌避者が誰もい

ないならば- 

 
以上の如く、これら四つの相をそなえた布薩羯磨が、正しくまと

められた「適時の到来」というものであり、行なうにふさわしいも

のであります。 

 
布薩羯磨のための適時が到来したと知って、次に、行なわれるべ

き布薩がサンガによって承認されねばなりません。 

 

                               

                                                             

                                                            ―『比丘パーティモッカ二二七戒経』p.6－p.11  時刻、及び、季節の告知のパーリ文、和訳文は 

                                 音声ファイルに順じて変更した。 

                                   ― p.2 布薩堂の写真(上二枚)提供者は、花園大学非常勤講師、佐々木日嘉里氏 

                              ― p.3 のダンマパダ／３７５の偈文は、タイ語版三蔵・小部経典からの和訳文。 
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